
 

 

 

１ 広がる学びへ   アイスプラネット  椎名 誠 

単元の目標 

・ 登場人物の言動に着目して、人物の関係や心情の変化を捉える。 

・ 登場人物の考え方や生き方などについて、自分の経験などと関連づけて考えをもつ。 

 

 

めあて：すらすらと音読をすることができる。 

 

       

 

 ① テストで合格点を取れるように練習をする。 

 

       

 

 ① 読めない漢字に振り仮名をふり、意味の分からない語句をチェックしながら音読を 

  する。 

 ※ 光村図書出版のHPにあげられている『臨時休業中の児童生徒用に向けた学習支援  

  コンテンツ』の「朗読音声」を聞いても良い。 

 

       

 

 ① 最低限、ワークの意味調べをする。さらに、分からない語句がある場合は、調べた 

  ものをノートにまとめておく。 

 

       

 

 

 ① ３回は、練習をする。 

 

       

  

 

 ① すらすらと音読することができるかをテストする。 

 

 

里中家庭学習サポートシート  ２学年 国語   №１ 

教科書 P１８～P２７を通して音読する。 
Step １ 

意味の分からない語句の意味調べをする。 
Step ２ 

読み間違えずにスラスラと音読をできるまで練習する。 
Step ３ 

本時の振り返り 
Step ４ 

漢字の練習をする。（P１８・１９の上段） 
Step ０ 



 

 

 

１ 広がる学びへ   アイスプラネット  椎名 誠 

単元の目標 

・ 登場人物の言動に着目して、人物の関係や心情の変化を捉える。 

・ 登場人物の考え方や生き方などについて、自分の経験などと関連づけて考えをもつ。 

 

めあて： 「ぐうちゃん」はどのような人？ 

   「僕」「父」「母」は、ぐうちゃんへどのような思いをもっているか。 

 

       

 

 ① テストで合格点を取れるように練習をする。 

 

 

       

 

 

 ① 名前・年齢・仕事・他の登場人物との関係について、できる限りノートに書く。 

 

       

 

  

 ① P１８L１～P２４L４を読み、「ぐうちゃん」をどのように思っているかを読みと 

り、ノートにまとめる。 

 ② 会話や行動などの根拠も示す。 

  例：「僕」は「ぐうちゃん」を○○と思っていると考えます。理由は～だからです。 

 

 

       

  

 

 ① めあてに対して振り返る。考える中で学んだことや新しい疑問をノートに書く。 

 

 

 

 

里中家庭学習サポートシート  ２学年 国語   №２ 

「ぐうちゃん」に対する「僕」「母」「父」それぞれの思いを読みとる。 

 

Step ２ 

本時の振り返り 
Step ３ 

漢字の練習をする。（P１８・１９の中段） 
Step ０ 

「ぐうちゃん」について、分かることを書きだす。 

 

Step １ 



ノ
ー
ト
の
例
【ノ
ー
ト
を
書
く
と
き
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
】 

 

家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト 

二
学
年 

国
語
No.2 

 

め
あ
て 

「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
は
ど
の
よ
う
な
人
か
。 

 

「
僕
」「
父
」「
母
」
は
、
ぐ
う
ち
ゃ
ん
へ
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ
て
い
る
か
。 

 

ス
テ
ッ
プ
１ 

「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
は
こ
ん
な
人 

     

ス
テ
ッ
プ
２ 

「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
を
こ
う
思
っ
て
い
る 

 

僕 

   

母 

   

父 

   

ス
テ
ッ
プ
３ 

振
り
返
り



 

 

 

 

１ 広がる学びへ   アイスプラネット  椎名 誠 

単元の目標 

・ 登場人物の言動に着目して、人物の関係や心情の変化を捉える。 

・ 登場人物の考え方や生き方などについて、自分の経験などと関連づけて考えをもつ。 

 

めあて：「ぐうちゃん」に対する「僕」の思いの変化を読み取る。 

 

       

 

 ① テストで合格点を取れるように練習をする。 

 

       

 

 

  

 ① ３つの怪しい話を書き出す。 

 ② それぞれの話に「僕」はどのような思いをもっているか。根拠（言っていることや 

  行動）を明確にして書き出す。 

 

 

       

 

  

  

  ※ノート例を参考にしてください 

  

       

 

 

  

 ① 「ぐうちゃん」への思いはどのように変化していったかを自分なりにまとめる。ま  

  た、読んでいて気づいたことや、疑問に思ったことを書く。 

 

 

里中家庭学習サポートシート  ２学年 国語   №３ 

ぐうちゃんに対する「僕」の思いの変化を読み取る。 

Step ２ 

振り返り Step ３ 

漢字の練習をする。（P１８・１９の下段） 
Step ０ 

ぐうちゃんがした「怪しい話」の内容とそれに対しての「僕」

の思いが表現されている部分を読みとる。 
Step １ 



家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト 

二
学
年 

国
語
No.3 

ノ
ー
ト
例 

 
め
あ
て 

「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
に
対
す
る
「
僕
」
の
思
い
の
変
化
を
読
み
取
る
。 

 

ス
テ
ッ
プ
１ 
「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
の
怪
し
い
話
と
、「
僕
」
の
思
い
（
P19

L15
～
P22

L14
） 

 

ス
テ
ッ
プ
２ 

「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
に
対
す
る
「
僕
」
の
行
動
や
発
言
か
ら
、
「
僕
」
の
思
い
を
読
み
と
る
。 

 

さ
ら
に
考
え
る 

P24

L15
「
僕
」
は
な
ぜ
「
勝
手
に
行
け
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
言
っ
た
の
だ
ろ
う
か 

 

ス
テ
ッ
プ
３ 

振
り
返
り    

ぐ
う
ち
ゃ
ん
の
怪
し
い
話 

   

「
僕
」
の
思
い
が
表
現
さ
れ
て
い
る
部
分 

⑤
小
さ
な
旅
支
度
を
し
て

「
い
そ
う
ろ
う
を
」
卒
業
し

て
し
ま
っ
た
。 

④
「
こ
れ
か
ら
ま
た
外
国
を

ふ
ら
ふ
ら
し
て
く
る
よ
」 

③
ま
た
「
僕
」
の
家
に
帰
っ

て
き
た
。 

②
い
つ
も
よ
り
少
し
長
い
仕

事
に
出
た
。 

①
「
そ
う
（
こ
れ
ま
で
撮
っ

て
き
た
写
真
を
整
理
し
て
紙

焼
き
に
）
し
た
ら
い
ろ
い
ろ

見
せ
て
あ
げ
る
よ
。 

「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
の
発
言
や
行
動 

     

「
僕
」
の
発
言
や
行
動 

     

そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
「
僕
」
の
思
い 



 

 

 

１ 広がる学びへ   アイスプラネット  椎名 誠 

単元の目標 

・ 登場人物の言動に着目して、人物の関係や心情の変化を捉える。 

・ 登場人物の考え方や生き方などについて、自分の経験などと関連づけて考えをもつ。 

 

めあて：手紙を受け取った「僕」の気持ちを想像して、考えをもつ。 

 

       

 

 ① テストで合格点を取れるように練習をする。 

 

       

 

 

  

① 「外国のちょっとしゃれた封筒」「珍しい切手がいっぱい貼ってあった」 

   

② 「手紙には、ぐうちゃんの力強い文字がぎっしり詰まっていた」 

 

 

       

 

  

  

  

 ① ノートに５行以上書く。 

 ② 今までの「ぐうちゃん」に対する思いや態度を考えると書きやすい。 

 

       

 

 

 ① めあてに対して分かったことや考えたことを書く。 

 ② 「ぐうちゃん」の生き方や考え方などについて、魅力に感じたことをノートに残し 

  ておく。 

 

里中家庭学習サポートシート  ２学年 国語   №４ 

「ぐうちゃん」からの手紙を読んだ「僕」は、どんなことを「ぐうちゃ

ん」に伝えたいと思っただろうか。ぐうちゃんの思いについても考え、

「僕」になりきって、「ぐうちゃん」に返事を書く。 

Step ２ 

振り返り Step ３ 

漢字の練習をする。（P２０・２１の上段） 
Step ０ 

「ぐうちゃん」の手紙を描写する次の表現から、「ぐうちゃん」

に対する「僕」の思いを考えて書く。 
Step １ 



家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト 

二
学
年 

国
語
No.4 

ノ
ー
ト
例 

 

め
あ
て 
手
紙
を
受
け
取
っ
た
「
僕
」
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
、
考
え
を
も
つ
。 

 

ス
テ
ッ
プ
１ 

「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
の
手
紙
を
描
い
た
表
現
か
ら
、「
僕
」
の
思
い
を
想
像
し
よ
う
。 

 

① 

「
外
国
の
ち
ょ
っ
と
し
ゃ
れ
た
封
筒
」「
珍
し
い
切
手
が
貼
っ
て
あ
っ
た
」 

 
 

  

② 

「
手
紙
に
は
ぐ
う
ち
ゃ
ん
の
力
強
い
文
字
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
た
」 

   

ス
テ
ッ
プ
２ 

「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
に
返
事
の
お
手
紙
を
書
く
。 

 
 
 

 

条
件 

・ 

ノ
ー
ト
に
五
行
以
上
書
く 

 

・ 

「
僕
」
が
「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
で
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
書
く
。 

 

ス
テ
ッ
プ
３ 

振
り
返
り 

・ 

返
事
を
書
き
な
が
ら
想
像
し
た
「
僕
」
の
思
い
を
中
心
に
ま
と
め
る
。 

・ 

「
ぐ
う
ち
ゃ
ん
」
の
生
き
方
や
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
魅
力
を
感
じ
た
、
格
好
良
い
と 

 
 
 
 
 

思
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。 

 



 

 

２ 多様な視点から  生物が記録する科学 ―バイオロギングの可能性  佐藤 克文 

単元の目標 

・ 文章の構成や、事実と考え方の示し方に着目して、説明のしかたの特徴を捉える。 

・ 説明されている内容を的確に捉え、ものの見方や考え方を広げる。 

 

めあて：すらすらと音読をすることができる。 

 

       

 

 ① テストで合格点を取れるように練習をする。 

 

       

 

 ① 読めない漢字に振り仮名をふり、意味の分からない語句をチェックしながら音読を 

  する。 

 ※ 光村図書出版のHPにあげられている『臨時休業中の児童生徒用に向けた学習支援  

  コンテンツ』の「朗読音声」を聞いても良い。 

 

       

 

 ① 最低限、ワークの意味調べをする。さらに、分からない語句がある場合は、調べた 

  ものをノートにまとめておく。 

 

       

 

 

 ① 全部で１８段落 

 

       

 

 

 ① ３回は、練習をする。 

 

       

  

 ① すらすらと音読することができるかをテストする。 

里中家庭学習サポートシート  ２学年 国語   №５ 

教科書 P42～P４８を通して音読する。 
Step １ 

意味の分からない語句の意味調べをする。 
Step ２ 

読み間違えずにスラスラと音読をできるまで練習する。 
Step ４ 

本時の振り返り。 
Step ５ 

漢字の練習をする。（P２０・２１の中段） 
Step ０

お 

形式段落を振る。 
Step ３ 



         

 

 

２ 多様な視点から  生物が記録する科学 ―バイオロギングの可能性  佐藤 克文 

単元の目標 

・ 文章の構成や、事実と考え方の示し方に着目して、説明のしかたの特徴を捉える。 

・ 説明されている内容を的確に捉え、ものの見方や考え方を広げる。 

 

めあて：筆者がした調査の内容と調査結果を読みとる。 

 

       

 

 ① テストで合格点を取れるように練習をする 

 

 

       

 

  

 ※ ノート例を参考にしてください 

 

 

       

 

  

 ① ノート例を参考にしてください。 

 

 

       

 

 

 ① めあてに対して振り返りを行う。読んでいる中で新たに感じた疑問や、「なるほど」 

  と思ったことをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

里中家庭学習サポートシート  ２学年 国語   №６ 

「バイオロギング」という調査方法についてまとめる。 

 

Step １ 

筆者が行った調査についてまとめる。 
Step ２ 

本時の振り返り。 
Step ３ 

漢字の練習をする。（P２０・２１の下段） 
Step ０ 



２ アデリーペンギンの潜水行動 １ エンペラーペンギンの潜水行動  

○
（ 

 
 
 

）
と
い

う
鳴
き
声
を
合
図

に
一
斉
に
飛
び
込

む
。 

 

○
疑
問
（ 

   
 
 
 
 
 
 

） 

    

○
最
大
潜
水
深
度 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 

メ
ー
ト
ル 

 

○
最
大
潜
水
時
間 

（ 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 
 
 

分
以
上 

 

○
疑
問
（ 

  
 
 
 
 
 
 

） 

調
査
内
容
と
疑
問 

◎
結
果
…
（［
図
３
］
か
ら
（ 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

） 

→
潜
水
（ 

 
 
 

）
と
（ 

 
 

 

） 

 

だ
け
を
一
致
さ
せ
て
い
た
。 

  

◎
ペ
ン
ギ
ン
が
潜
る
穴
を
人
工
的

に
設
け
て
行
っ
た
場
合 

○
結
果
…
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

◎
自
然
の
状
況
で
行
っ
た
場
合 

○
結
果
…
（ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

○
様
子
…
（ 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

調
査
結
果 

  

明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と 

 

家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト 

二
学
年 

国
語
No.6 

ノ
ー
ト
例 

め
あ
て  

筆
者
が
し
た
調
査
の
内
容
と
調
査
結
果
を
読
み
と
る
。 

 

ス
テ
ッ
プ
１ 

バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
と
は
？ 

 

ス
テ
ッ
プ
２ 

筆
者
が
行
っ
た
調
査
と
、
そ
の
結
果
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
を
ま
と
め
る
。 

                            

ス
テ
ッ
プ
３ 

本
時
の
振
り
返
り 

 

意
味 

 

調
査
方
法 

 

わ
か
る
こ
と
・
で
き
る
こ
と 



  

 

 

２ 多様な視点から  生物が記録する科学 ―バイオロギングの可能性  佐藤 克文 

単元の目標 

・ 文章の構成や、事実と考え方の示し方に着目して、説明のしかたの特徴を捉える。 

・ 説明されている内容を的確に捉え、ものの見方や考え方を広げる。 

 

めあて： 筆者の考えを読みとりながら、本文の構成を捉える。 

    

 

       

 

 ① テストで合格点を取れるように練習をする。 

 

       

 

  

 ① 筆者が「バイオロギング」のどのような点に可能性を感じているかをまとめる。 

 

 

       

 

  

  ① 序論・本論・結論に分ける。根拠も合わせてノートに書く。 

  ② 本論を２つに分ける。  ※答えは次回のサポートシートに載せてあります。 

 

 

       

 

 

 ① めあてに対して振り返るを行う。読んでいる中で新たに感じた疑問や、「なるほど」 

  と思ったことをまとめる。 

  

 

 

 

 

里中家庭学習サポートシート  ２学年 国語   №７ 

筆者は「バイオロギング」のどのような点に可能性を感じている

か 

 

Step １ 

本文の構成を捉える。 
Step ２ 

本時の振り返り。 
Step ３ 

漢字の練習をする。（P２４・２５の上段） 
Step ０ 



家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト 

二
学
年 

国
語
N0.7 

ノ
ー
ト
例 

  

め
あ
て  

本
文
の
構
成
を
捉
え
る
。 

 
 

作
者
の
意
見
を
読
み
と
る 

 

ス
テ
ッ
プ
１ 

筆
者
が
考
え
る
「
バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
」
の
可
能
性
を
読
み
と
る
。 

         

ス
テ
ッ
プ
２ 

本
文
の
構
成
を
捉
え
る 

 

序
論 

（ 

）
段
落 

～ 

（ 

）
段
落 

 

理
由 

  

本
論
① 

（ 

）
段
落 

～ 

（ 

）
段
落 

理
由 

   

本
論
②
（ 

）
段
落 

～ 

（ 

）
段
落 

理
由 

   

結
論 

（ 

）
段
落 

～ 

（ 

）
段
落 

理
由 

   

ス
テ
ッ
プ
３ 

振
り
返
り 

期
待
し
て
い
る
こ
と 

バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
が 

可
能
に
し
た
こ
と 

  

 



      

 

２ 多様な視点から  生物が記録する科学 ―バイオロギングの可能性  佐藤 克文 

単元の目標 

・ 文章の構成や、事実と考え方の示し方に着目して、説明のしかたの特徴を捉える。 

・ 説明されている内容を的確に捉え、ものの見方や考え方を広げる。 

 

めあて：作者の問いかけに対して、自分の考えを述べる。 

 

       

 

 ① テストで合格点を取れるように練習をする。 

 

 

       

 

  

 

 ① ノート例を参考にする 

 

 

       

 

 

 ① 筆者は読者に伝えるためにどのような工夫をしているかを書く。 

 ② 筆者の考えを捉えて、感じたことや考えたことをまとめる。 

 

 

 

 

本文の構成の答え 

序論：１～４段落 本論①：５～１２段落 本論②：１３～１６段落 結論：１７・１８段落 

里中家庭学習サポートシート  ２学年 国語   №８ 

作者の問いかけについて、考えたことを文にする。 

Step １ 

本時の振り返り。 
Step ２ 

漢字の練習をする。（P２４・２５の中段） 
Step ０ 



家
庭
学
習
サ
ポ
ー
ト
シ
ー
ト 

二
学
年 

国
語
No.8 

ノ
ー
ト
例 

  

め
あ
て  

作
者
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
。 

 

ス
テ
ッ
プ
１ 

作
者
の
問
い
か
け
に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
を
文
に
す
る 

  

課
題  

 

P48

L12
「
私
た
ち
は
、
自
分
が
見
た
り
、
経
験
し
た
り
で
き
る
範
囲
だ
け
で
考
え
て
、
彼 

 
 
 
 
 
 

ら
を
わ
か
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
ど
の
よ
う

 
 
 
 

な
考
え
を
も
つ
か
。
ノ
ー
ト
に
三
百
字
程
度
で
ま
と
め
る
。 

 
 
 
 
 
 

 

 

条
件  

① 

今
ま
で
が
体
験
し
た
こ
と
（
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
も
含
む
）
を
振
り
返
り
な
が
ら
、 

感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。 

 
 

② 

文
字
、
仮
名
遣
い
を
正
確
に
書
く
こ
と
。 

  

ス
テ
ッ
プ
２ 

本
時
の
振
り
返
り 


